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１．予算の規模

会計名 補正前の額 補正額 補正後の額

一般会計 17,096,520 97,919 17,194,439

特
別
会
計

国民健康保険特別会計(事業勘定) 2,433,753   220,030 2,653,783

後期高齢者医療特別会計 771,523 24,033 795,556

介護保険特別会計(事業勘定) 2,521,661 2,671 2,524,332

市木診療所特別会計 64,023 43 64,066

小 計 5,790,960 246,777 6,037,737

病院事業会計 2,495,194 20,000 2,515,194

水道事業会計 938,531 2,370 940,901

下水道事業会計 237,437 △6,273 231,164

合 計 26,558,642 360,793 26,919,435

（単位：千円）
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２．一般会計予算の補正額

今回補正額 ９，７９１万９千円

補正後予算総額 １７１億９，４４３万９千円

予算額

令和6年度
（最終）

令和7年度

当 初 第１号 第２号 第３号 第４号 補正後

17,553,417

16,730,000 126,079 17,858 150,401 72,182

17,194,439第５号

97,919

（単位：千円）
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３．歳出補正予算の主な事業

Ⅱ 予防接種等による支援 ６，２５２千円

Ⅴ 学校給食物価高騰、スポーツ競技育成への支援 ２，９１６千円

Ⅰ DXによる行政サービスの向上 ２，６２８千円

Ⅲ 農地集約・耕作条件改善への対策 ５００千円

Ⅳ 移住・雇用促進への支援 ７５千円

（１）政策的経費・調理場運営費 2,634千円
（２）競技者・指導者育成支援事業 282千円

Ⅵ 病院事業継続への支援 １５０，０００千円
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串間市マイナンバー総合窓口導入事業（遠隔支援型）
（個人番号カード交付事業）

Ⅰ  DXによる行政サービスの向上

区 分 今回補正額 補正前の額 補正後の額

事業費 2,628 25,910 28,538

財
源
内
訳

国県支出金 2,628 25,910 28,538

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 0 0 0

（単位：千円）

市民協働課

４．主な事業の概要

事業概要

市役所の設置端末から、専門オペレーターがビデオ通話で手続きを代行・
支援するオンライン窓口サービス。来庁者は画面を操作するだけで、申請や
相談が完了するため、高齢者やデジタルが不慣れな方でも安心して利用でき
る仕組みとなっている。

そのほか、フリーダイヤルによる総合相談も行うため、マイナンバーに関
する疑問や質問先に迷うことなく相談できる手段を市民に提供する。

事業詳細の説明

１．市民のスマート窓口「オンライン窓口」
市役所窓口に設置された専用端末による、遠隔支援型の申請サポート。

画面越しのオペレーターによる申請書作成支援、マイナンバーカードによ
る本人確認、マイナポータル操作の案内。高齢者やデジタルが苦手な方で
も安心して利用でき、非対面・簡易操作・安心設計の窓口サービスを提供
する。

設置場所：市役所内 市民協働課 市民係窓口（専用端末２台）
対応時間：開庁時間内
支援内容（予定）
・マイナンバーカードの更新申請
・各種紐付け（マイナ保険証等）
・質問、相談
支援方法：端末操作（職員案内）→ オペレーターが遠隔支援
セキュリティ：暗証番号非可視化／接続ごとに情報消去

２，６２８千円

２．市民のスマート窓口「フリーダイヤル窓口」
マイナンバー制度に関する電話相談窓口。申請方法の案内、必要書類の

確認、来庁不要の手続支援。専門オペレーターによる丁寧な対応。平日・
土日祝に対応可能な通話無料のフリーダイヤル。高齢者やデジタルが苦手
な方への安心サポートを行う。

対応者：自治体業務に精通した専門オペレーター
対応時間：平日・土日祝 8:30～20:00（予定）
回線：フリーダイヤル（0120-XXX-XXX）で通話料無料

【利用の流れ】
１．フリーダイヤルに電話（0120-XXX-XXX）
２．オペレーターが相談内容をヒアリング
３．必要に応じて来庁案内・オンライン窓口の予約支援
４．電子申請やマイナポータルの操作方法も電話で案内

※事業費等…不用額による減額補正を除いた額
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Ⅱ 予防接種等による支援

４．主な事業の概要

感染症予防事業 ６，２５２千円

区 分 今回補正額 補正前の額 補正後の額

事業費 6,252 39,613 45,865

財
源
内
訳

国県支出金 0 475 475

地方債 0 0 0

その他 0 6,474 6,474

一般財源 6,252 32,664 38,916

（単位：千円）

医療介護課

事業概要
高齢者肺炎球菌・帯状疱疹・高齢者インフルエンザ・新型コロナウイルス

感染症の予防接種を実施する。

事業詳細の説明

市が予防接種費の一部を助成することにより、感染症のまん延予防及び個人の
健康増進を図る。
予防接種の状況を踏まえ、増額補正を行う。
○業務委託料 6,252,000円
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簡易基盤整備事業

Ⅲ 農地集約・耕作条件改善への対策

区 分 今回補正額 補正前の額 補正後の額

事業費 500 0 500

財
源
内
訳

国県支出金 500 0 500

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 0 0 0

（単位：千円）

農地水産林政課

４．主な事業の概要

事業概要
農業者が自力施工する区画拡大や農地集約に対し、簡易基盤整備事業を

活用した補助金を交付する。

事業詳細の説明

串間市の水田整備率の比率は２３.１％と全国、宮崎県内の他市と比べ
て整備が遅れており、１区画当たりの面積が非常に狭く、作業効率が悪い
現状がある。

そこで、簡易基盤整備事業を活用して区画拡大や農地集約することで、
作業効率の向上と労働時間の短縮が期待できる。

このことから、西前地区（田口～七ツ橋）において畦畔除去及び段差の
均平整地を行うことで区画拡大が実施できる補助金を交付する。

５００千円
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商工業振興対策事業
（宮崎県ＵＩＪターン引っ越し補助金に係る負担金）

Ⅳ 移住・雇用促進への支援

区 分 今回補正額 補正前の額 補正後の額

事業費 75 0 75

財
源
内
訳

国県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 75 ０ 75

（単位：千円）

商工観光スポーツランド推進課

４．主な事業の概要

事業概要
宮崎県が実施する『宮崎県UIJターン引っ越し補助金』に対する負担金を支
出することで本市への移住・定住及び市内事業所への就職につなげる。

事業詳細の説明

➣説明

1．宮崎県UIJターン引っ越し補助金(宮崎県実施事業)
宮崎県内企業等の情報や魅力に触れる機会を増やし、ＵＩＪターンに係る負担感を
軽減することで、若者を中心とした県内就職者の増加を図るため、宮崎県内企業等
にＵＩＪターン就職をした者に対し補助金を交付する。

〇対象経費 県内企業への就職により、県外から県内居住地に移転する費用
①交通費 公共交通機関利用代金
②運送費 引っ越し業者及び宅配便の利用代金

〇補助率 30歳未満・・・・2/3以内（上限１５万円以内）
30歳以上・・・・1/2以内（上限１５万円以内）

※市町村は上記金額の1/4を負担

2．市の負担内容

上記の補助金を活用し、本市へ移住・定住及び就職が確認された場合に、宮崎
県に対し、補助金額の1/4を負担金として支出する。

３．積算
15万円(県補助限度額)×1/4(市町村負担割合) ×２名(想定人数)＝75千円

７５千円
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政策的経費・調理場運営費

Ⅴ 学校給食物価高騰、スポーツ競技育成への支援

区 分 今回補正額 補正前の額 補正後の額

事業費 2,634 18,966 21,600

財
源
内
訳

国県支出金 0 12,076 12,076

地方債 0 0 0

その他 △4,235 4,235 0

一般財源 6,869 2,655 9,524

（単位：千円）

学校政策課
（共同調理場）

４．主な事業の概要

事業概要
物価高騰により給食食材費の負担者である保護者の経済的負担が増加して

いることから、保護者の負担を増やすことなく学校給食を提供する。

事業詳細の説明

➣説明

給食材料費の高騰に伴う給食費引上げ分の補助（増額補正）
一食あたり
小学生301円→320円（19円増） 補助額：65円→84円

中学生346円→368円（22円増） 補助額：74円→96円
※保護者負担額は令和５年度と同額≪小学生236円 中学生272円≫

２，６３４千円

競技者・指導者育成支援事業 ２８２千円

区 分 今回補正額 補正前の額 補正後の額

事業費 282 974 1,256

財
源
内
訳

国県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 282 974 1,256

（単位：千円）

生涯学習課

事業概要
九州・全国レベルの大会出場の資格を得た団体又は個人に対し「スポー

ツ九州・全国大会等出場費補助金」を交付する。

事業詳細の説明

➣説明

出場団体（選手）又はその保護者等、関係者の経済負担を軽減し、競技に出場
できる環境づくりをサポートするための補助を行う。
令和７年度9月までの申請件数 17件（補助額 889,000円）
今後のスポーツ大会の実施予定状況を踏まえて増額補正する。

〇事業補助金 282,000円
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病院事業会計貸付金

Ⅵ 病院事業継続への支援

区 分 今回補正額 補正前の額 補正後の額

事業費 150,000 0 150,000

財
源
内
訳

国県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 150,000 0 150,000

（単位：千円）

財務課

４．主な事業の概要

事業概要
医師の確保が困難な状況により、入院収益及び外来収益の減少が続いてい

る病院事業会計に対し、資金不足を補填するため、長期貸付金による財政支
援を行う。

事業詳細の説明

➣説明

令和6年度末に内科医師3名が退職し、医師確保の取組を進めているものの、
確保の目途が立っていない状況にあるため、入院収益及び外来収益の減少が続
いている病院事業会計に対し、財政支援を行う。

１５０，０００千円
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